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M RI に て残存腫癌を認 めず, 良好な予後 が期待で

き るもの と考 え, 放射線治療はせず, 独歩退院.

【結語】c e r e b ell a r pil o c y ti c a st r o cy t o m a は その

2/ 3 以上が C y sti c ty p e で あるが , 本症例 の ように

小 児 の 小 脳 充 実 性 腫 癌 に 遭 遇 し た 場 合 ,

M e d ull o bl a st o m a
,
E p e n d y m o m a と並ん で S o lid

ty p e pil o c y ti c a st r o c yt o m a を念頭 に おく必要があ

ると思 われた .

2　蝶形骨洞内腫瘤として発見された下垂 体 腺 腫

の C T と M R I
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岡 大学院医歯学総合研究科顎顔

面放射線学分野 *
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放射線医学分野 * * *

症例は, 70 歳女性. 主訴は難聴. 人工 内耳の適

応 つ き新潟大学耳鼻咽喉科を紹介され, 精査 の た

め頭頚部C T と M RI を施行 した と こ ろ, 偶然 に蝶

形骨洞内の 腫痛が発見され た . 正常下垂体の 偏位

変形がほ とんど認 められない 点を除けば, M RI の

信号強度や d y n a m i c p a tt e r n は下垂体腺腫に合改

する と して, 術前 に診断が可能 で あ っ た . 蝶形骨

洞腫癌や斜台腰痛の 鑑別診断と して, 主 に下方進

展の み を示す下垂体腺膿 も考慮 する必要があ る .
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3　Superficial siderosis（脳表へモジデリ ン 沈

着症）の2例
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種々 の 原因による慢性ま た は反復性の ク モ腰下

出血 によ っ て脳表面特 に小脳や脳幹, 脊髄の表面

に へ モ ジデリ ン が沈着する病態 は, 以前は剖検に

よ っ て診断され る事が多か っ た が M RI の 出現 に

よ り生前診断が可能とな っ た . 我 々 は M R I に よ

り診断で きた 2 例を経験 したの で, それぞれの 原

因を考察 し報告 した .

1 例 は臨床上 は脊髄小脳 変性症 と 区別 で きず

M R I により初めて診断された . 頭部外傷の 既往が

あ っ た が脳挫傷の 跡は画像上なく, 外傷を原因と

する根拠はなか っ た . 髄液検査は , 拒否さ れた .

第2 例 日は現在, 無症状 と考 え られ原因は特発

性で , 髄液は正常 であ っ た .

4　関心術後心筋の超音波によるIntegrated 

Backscatter（IBS）値の変化につ い て の 検

討
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新潟大学大学院医歯学総合研究科
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5　腹腔内遊離体の1例
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今回, 我 々 は, イ レ ウス にて偶然発見され た腹

腔内遊離体を経験 した の で, 報告する .

症例 は 77 歳 の 男性, 20 00 年 7 月上旬か ら腹痛

を訴え, 徐々 に増強 し, 7 月 21 日にイ レ ウス の診


